






Raghu Vira, Prof. Raghuvira’s Expedition to China. (Śatapitaka Series 
Indo-Asian Literatures, vol. 76), Lokesh Chandra & S. D. Singhal (eds.), 
















sūtra の研究をおこない D.Litt. を取得した。インド帰国後、ラホールにある
Sanatan Dharma College のサンスクリット学部の部長となり、ヴェーダ文献
の出版でその名を知られるようになった。1932年にラホール近郊の Ichhra に、
International Academy of Indian Studies を創設した。彼の研究活動の拠点と





















ロフィルムなどは、すべて彼の研究所である International Academy of Indian 


























































































・ 本書の扉に「part one」との記述があるが、「part one」のみで、続巻は
執筆されていない。
・ 本書の扉の裏に「printed in 1956, published in 1969」とある。これは、
1956年に International Academy of Indian Studies がナーグプルからニ
ューデリーに移転する前、印刷（printed）され、ラグ・ヴィラ博士没後
の1969年に Śatapitaka Series の一冊として刊行されたことを意味する。
刊行はこの一回だけである。
　さらに、ラグ・ヴィラ博士の伝記の有無をお尋ねしたところ、存在しないと





Raghuvira-Śraddhāñjali: Homage to Prof. Dr. Raghu Vira. (Śatapitaka Series 
Indo-Asian Literatures, vol. 35), New Delhi: International Academy of Indian 
Culture, 1965.　（ラグ・ヴィラ博士の追悼文集。本書に収録されている V. S. 
Agrawala, “He was an Institution of Vast Magnitude.”, pp. 35‒40には、彼の生
128 ラグ・ヴィラ（Raghu Vira）博士の中国旅行記（試訳１） 
涯が要領よくまとめられている）
Raghu Vira, India and Asia : a Cultural Symphony: a Collection of Some Notes, 
Articles, Poems, and Letters of the Late Prof. Dr. Raghuvira. (Śatapitaka 
Series Indo-Asian Literatures, vol. 240), New Delhi: International Academy of 
Indian Culture, 1978.（ラグ・ヴィラ博士によるアジア各地の文化に関する短い
論文やエッセイをまとめたもの。“Indo-Asian Literatures: Śatapitaka.”, 
pp. 230‒240には、Śatapitaka Series の全体構想が述べられている）
Denis Sinor (ed.), Studies in South, East, and Central Asia Presented as a 
Memorial Volume to the Late Professor Raghu Vira. (Śatapitaka Series Indo-
Asian Literatures, vol. 74), New Delhi: International Academy of Indian 




So Van Pit 氏
1
から電話がきた。「今日、会いに来ていただければ、たいへんあ










































































































































































































































































































































































































































10 V. S. Apte, The Student Sanskrit English Dictionary によれば、kalā は時間の
単位であり、1 kalā に１分、48秒、８秒がそれぞれ相当するなどと、さまざま
な計算方法があるという（A division of time variously computed; one minute, 






ンディーの補佐役も務めた政治家でもある S. ナーイドゥ（Sarojina Naidu, 
1879‒1947）の弟。
13 原文には bīca mens se ghadā huā とあるが、意味がはっきりしない。
14 この寺院は六榕寺のことを指すと思われるが、p. 6では六榕寺のことを「７階
建て」と表現している。９階は７階の誤りか。
142 ラグ・ヴィラ（Raghu Vira）博士の中国旅行記（試訳１） 
15 1900‒1991。広東省海豊県出身の医学教育者。1926年広東公医大学を卒業。卒
業前に中国共産党党員となり、医師として生活する傍ら、広州、武漢、上海、
香港、廈門で密かに革命運動に従事した活動家の側面も持つ。デーヴァーナー
ガリー文字によるKao Lin という音写とその名の読みがほぼ一致すること、当
時広州にあった中山医学院（現在の中山大学北キャンパス）の学長であったこ
とが本文の記述と一致することから、柯麟であると同定した。
